
加曽利南貝塚出士黒曜石の原産地推定

建石徹・津村宏臣・ニ宮修治

l. はじめに

黒曜石は流紋岩～安山岩質の火山ガラスで、容易に鋭利な剥離面を作り出すことができるた

め、先史時代の石器石材として盛んに利用されたことが知られている。また、黒曜石は原産地

が限定されることが知られており、したがって、遺跡出土の黒曜石資料の故地を検討すること

は、往時の資源獲得戦略、石器石材交換の実態を復原する基礎資料となることが古くから注目

されてきた。

1970年代後半以降、わが国では考古資料の自然科学的手法を用いた研究 (Archaeometry)が

飛躍的に進み、黒曜石資料は原産地ごとに化学特性や物理特性に特徴があることが明らかにさ

れた。その後、関東地域では、東京都、神奈川県域を中心に、多くの遺跡で縄文時代逍跡出土

黒曜石資料の原産地推定がおこなわれてきた。これらをひと括りにして論じることは出来ない

が、多くの成果が土器の型式学的情報とは異なるレベルでの遺跡情報、地域間情報を得る手が

かりとなっていることは周知である。近年は、これらの成果をもとに南関東地域および周辺全

体を鳥撒するような考古学的所見も提出され出した（金山1988、古城1996、田上2000、建石・

津村・ニ宮・北田2003他）。

千葉県内では、千葉県文化財センターによる総合的な共同研究（千莱県文化財センター 1987、

2001) をはじめ、主に旧石器時代資料を対象とした良質な分析データが蓄積されてきた。縄

文時代資料についても、筑波大学の研究グループによる研究（西野・加藤・石井編1996)、望

月明彦による研究（望月 1999) 、築者らによる研究（建石・ニ宮2000、青沼・建石・古谷•森

本2001他）など、徐々に研究事例が増えつつある。

このような動向の中、 2001年度・ 2002年度、箪者らのうち建石は、千業市立加曽利貝塚博

物館における委託研究「加曽利貝塚出土黒曜石の原産地推定」を推進してきた。加曽利貝塚出

土黒曜石は、出土地点の違いから、加曽利北貝塚出上資料、加曽利南貝塚出土資料、加曽利南

貝塚東傾斜面出土資料に分類される。本稿は、このうち加曽利南貝塚出土黒曜石に関する原産

地推定結果報告である。

また、筆者らの過去の研究を含む千葉県内の他遺跡より出土した黒曜石資料原産地推定結果

も利用しながら考古学研究に昇華する試みの第一歩として、地理情報システム (GIS) を用い

た空間分析を実施し、黒曜石の原産地推定データを元にした遺跡空間データベースの構築と空

間分析を実施し、検討する。
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2.資料（試料）

黒曜石原産地推定に供した資料は、 1964年・ 1965年の発掘調究（第 1図）により出土し、

回収された89点。これを注記No.（遺物取り上げNo.) の小さい順に本研究固有の分析No.を付し、

出土地点、出土層位、器種名（チップ・フレイク類は「c.f.」とした）とともに第 3表にまと

めた。このうち 4点（分析No.13、16、17、20) は加曽利南貝塚の本報告書『加曽利南貝塚』（第

49図）に実測図が掲載されたものである（杉原編1976)。本報告書（第49図）掲載No.と本研究

で付した分析NQを整理すると、掲載No.1が分析No.17、掲載No.2が分析No.20、掲載No.3が分析

No.16、掲載No.7が分析No.13である。

「加曽利南貝塚jには詳細な地点・層位の帰属時期が記されているが、現在、千葉市立加曽

利貝塚博物館においてその再整理、再検討が行なわれつつあり、今後、過去の報告内容に若

干の変更が加えられる可能性があるという。ここでは、千葉市立加曽利貝塚博物館の教示に従

い、出土層位と時期の関係を次のように理解した。第 1層（耕作土）、第 2層（弥生時代以降）、

第3層（縄文時代後期後半～晩期、加曽利B式～安行式期）、第 4層（縄文時代後期前半、称

名寺式～堀之内式期）。第 3表の「出土地点」「層位」の記載は、千葉市立加曽利貝塚博物館作

成・所蔵の「加曽利貝塚 岩石・鉱物遺物台帳」の記載をそのまま踏襲したため、記載法が不

統ーである点、了承されたい。

3 黒曜石原産地推定の方法

3-1. 蛍光X線分析

黒曜石資料中の各元素の測定には、エネルギー分散型蛍光X線分析（非破壊法）を採用し

た。分析装置は、セイコー電子工業製卓上型蛍光X線分析装置SEA-2001である。

黒曜石の主成分元素組成では、主成分 8元素［ケイ素 (Si)、チタン (Ti)、アルミニウム

(Al)、鉄 (Fe)、マグネシウム (Mg)、カルシウム (Ca)、ナトリウム (Na)、カリウム (K)J 

のうち、とくに Fe、Ca、Kの存在量が原産地間で異なることが知られている。関東周辺の黒

曜石原産地の場合、 Fe、Ca、Kの存在量を比較することで、高原山、信州、神津島、箱根の

大分類が可能である。本研究ではこれら主成分 3元素に、これらと挙動が類似し原産地推定に

有効とされる微量成分元素である 3元素［マンガン (Mn)、ストロンチウム (Sr)、ルビジウ

ム (Rb)] を加えた 6元素の測定をおこなった。これによってFe、Ca、Kの存在量比だけで

は識別が困難な長野県内のより細かな原産地について識別することが可能となる。これは各原

産地によって黒曜石の結晶分化の過程（段階）がそれぞれ異なることに由来する。近年、筆者

らはこれら 6元素の存在量比の比較が、遺跡出土黒曜石の原産地推定に有効であることを指摘

してきた（建石・ニ宮1998、1999、2000、2003)。

測定条件は以下の通り。試料室雰囲気 空気雰囲気、測定時間 100秒、測定回数 3回、
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第 1図 加曽利貝塚の発掘調査地点
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加速電圧 50kV。標準試料を用いないファンダメンタルパラメーター法により、 6元素の酸

化物の和を100とする重量濃度比を求め、 3回の平均値を各資料の分析値とした。

遺跡出士黒曜石資料の原産地推定をおこなうための基準資料として、関東地方周辺の主要な

黒曜石原産地のうち、栃木県高原山 (th 第 2図での表記・以下同様）、長野県小深沢 (ks)、

長野県男女倉 (om)、長野県星ケ塔 (hs)、長野県麦草峠 (mg)、東京都神津島 (kz)、神奈川

県畑宿 (hj)、静岡県柏峠 (ks)、静岡県上多賀 (km) より採取した黒曜石の主成分元素組成

を第 1表に、 6元素組成を第 2表に示した。

3-2. クラスター分析による資料間類似度の検討

各資料における 6元素組成のまとまりを検討し原産地推定を実施するため、分析資料全点

について最長距離法によるクラスター分析を実施し、各原産地採取黒曜石の 6元素濃度比と

の類似度を検討し原産地推定をおこなった。この際、多変量解析ソフト (SPSS社製 SPSS

Ver.ll.5J) を使用した。SPSSを用いる際には、各資料および各原産地採取黒曜石をそれぞれ

lケース (case) とし、蛍光X線分析により定量した 6元素の分析値を変数とした。

第 1表 関東周辺原産地黒曜石の主成分元素組成（重量％）

Si02 Ti02 Al203 Fe2Q3 MgO CaO Na20 K20 

高原山 （栃木県） 75.3 0.5 12.9 2.5 0.1 2.0 3.7 3.1 

星ケ塔（長野県） 76.2 〇.2 13.2 1.1 0.1 0.7 3.7 4.9 

小深沢（長野県） 76.6 0.1 13.1 1.0 0.1 0.6 4.1 4.5 

麦草峠 （長野県） 76.3 0.4 12.9 1.3 0.1 1.0 3.8 4.3 

男女倉（長野県） 74.9 0.6 13.4 1.9 0.1 1.0 3.5 4.8 

神津島（東京都） 76.6 0.3 13.1 1.2 0.1 1.0 4.5 3.3 

畑宿 （神奈川県） 74.6 0.7 12.7 3.4 0.1 2.3 4.8 1.3 

柏 峠（静岡県） 73.6 0.6 12.6 2.7 0.1 2.3 3.7 2.4 

上多賀 （静岡県） 76.1 0.4 12.8 2.4 I 0.1 2.0 4.3 1.9 

第 2表 関東周辺原産地黒曜石の 6元素組成（重量％）

MnO Fe203 SrO CaO Rb20 K20 

高原山（栃木県） 1.3 56.6 0.8 16.5 〇.8 24.0 

星ケ塔（長野県） 3.4 32.1 0.3 9.9 1.1 54.2 

小深沢 （長野県） 4.2 32.8 0.0 10.2 2.4 50.4 

麦草峠 （長野県） 1.6 40.4 1.1 12.7 0.8 43.5 

男女倉（長野県） 2.2 38.5 0.7 11.1 1.2 46.3 

神津島（東京都） 3.3 39.8 0.8 13.6 〇.7 42.0 

畑宿（神奈川県） 2.2 69.1 1.3 17.9 0.1 9.5 

柏 峠（静岡県） 1.1 58.0 0.9 25.0 0.2 15.0 

上多賀（静岡県） 1.7 61.0 1.2 20.0 0.3 16.0 
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4. 加曽利南貝塚出土黒曜石の原産地推定結果

加曽利南貝塚出土黒曜石の 6元素組成と原産地推定結果を第 3表に示した。原産地推定を行

なう際に用いたクラスター分析結果デンドログラムを第 2図に示した。

第2図により加曽利南貝塚出土黒曜石と原産地黒曜石の 6元素組成の類似度を比較すれば、

それぞれ同一クラスターを形成する加曽利南貝塚出土資料群にそれぞれ 1ケ所の黒曜石原産地

が伴うことが理解できる。これを元に確認のため、筆者らのうち建石・ニ宮により個々の分析

結果と各原産地黒曜石の分析結果を比較・検討したが、特に問題はなかったため、これらを推

定原産地とした。層位別（時期的）の原産地組成を第 4表に示した。

5 千葉県内縄文時代遺跡出土黒曜石の原産地

5-1．千葉県内縄文時代遺跡の黒曜石原産地推定

加曽利南貝塚出士黒曜石の原産地推定結果を千薬県内の他の遺跡における同様の研究と比

較するため、千業県内縄文時代遺跡における黒曜石原産地推定結果をまとめた。千葉県内縄文

時代遺跡出土黒曜石の原産地推定結果の一覧はすでに堀越 (2001) によって作成されており、

大いに参考となる。これに近年のデータを加え、再編集したものを第 5表にまとめた。

管見に触れた限り、千葉県内縄文時代遺跡で出土黒曜石の原産地推定が行なわれた遺跡は50

遺跡。これらの帰属時期をさらに大別・細別時期で区分すれば、略同時期として空間分析を実

施するに耐えうる遺跡の数は、中期を除けば甚だ心許ない現状といえる。比較的分析事例の多

い縄文時代中期であっても、「中期」と括りその文化動態を一括して論じることの危険性はす

でに指摘済み（青沼・建石・古谷•森本2001) である。

加曽利南貝塚出士黒曜石各資料の詳細な帰属時期は、千葉市立加曽利貝塚博物館で推進されつ

つある再整理・再検討の結果を待ちたいが、ここでは、多くの問題を理解しつつ、これらを一括

して「縄文時代後晩期」の所産という大枠で位置付ける。次節ではGISを用いて縄文時代後晩

期の他遺跡の分析結果を比較し、千葉県における縄文時代後晩期の黒曜石の流れを検討したい。

5-2.黒曜石の流れの評価

加曽利南貝塚を中心とした千葉県域へ、各原産地の黒曜石がどのような流れをもって搬入さ

れているかを検討するため、ここでは地理情報システム (GIS) を用いた遺跡空間データベー

スの構築と空間分析をおこなう。

GISとは、地理・空間的な情報を入カ・管理・加工・解析・表示するコンピュータシステム

で、一般的にはこれらの処理をおこなうソフトウェアのことをさす（金田・津村・新納2001)。

これを用いた遺跡空間データベースとは、遺跡や黒曜石原産地などの空間的情報と、黒曜石原

産地別の構成比などの遺跡の属性情報とを結びつけ、「なに」が「どこ」に「どれだけ」あり、

それが「どのような」空間的関係にあるかを一元的に処理するデータベースである。 GISを用
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第 3表 加曽利南貝塚出土黒曜石の原産地推定結果（重量％）

分析泊 注記No. 出土地点 陪 位 器種 MnO Fe,釦 SrO CaO Rb,O 知0 原産地

1 カーs-18 V-2 57-66 褐色土層 c.f. 3.0 44.3 0.8 13.9 0.8 37.2 神津烏

2 カーs-31 11-3 44-45 19層 c.f. 2.-1 31.0 0.4 13.1 0.4 53.0 不明

3 カーs-69 VI-4 66-69 第4層（黄褐色土層直上） c.f. 3.6 45.2 1.0 15.1 0.6 34.5 神津島

4 カーs-149 VI-3 66-59 褐色土陪 c.£ 3.1 44.6 0.8 14.4 0.5 36.6 神津島

5 カーs-172 VI-2 66-38 黒褐色土層 c.f. 4.1 33.2 0.0 11.0 2.5 49.2 小深沢

6 カーs-179 第1I区 47-64 褐色土陪 C.f. 2.9 43.7 0.9 15.7 0.6 36.3 神津島

7 カーs-211 石鏃 4.1 37.5 0.0 6.3 2.5 49.6 小深沢

8 カーs-213 第 11区 45-64 第3層（黒色土陪最下部） 石鏃 4.9 34.7 0.0 11.6 2.4 46.5 小深沢

， カーs-228 第1I区 47-61 暗褐色土層（第 2層） 石鏃未成品 2.7 37.3 0.7 14.1 0.5 44.7 神津島

10 カーs-258 第1I区 50-62 第2層 c.f. 3.4 48.3 0.8 14.0 0.7 32.8 神津島

11 カーs-259 第11区 45-64 c.f. 3.4 44.8 0.9 15.0 0.6 35.3 神津島

12 カーs-302 V-2 56-66 褐色混貝土層 c.f. 3.8 35.4 0.3 10.1 1.5 48.9 星ケ塔

13 カーs-320 N-4 23-71 第 1屑下部暗褐色土陪 スクレイパー 3.8 45.8 1.0 16.6 0.8 32.1 神津島

14 カーs-335 V-2 47-66 ピット内黒褐色土 c.f. 3.0 43.8 0.9 14.2 0.8 37.4 神津島

15 カーs-337 V-2 52-66 馬褐色土屈 c.f. 3.1 48.9 0.8 11.5 0.5 35.1 神津島

16 カーS_338 I -1 72-44 暗褐色土層下部 石鏃 3.6 47.1 0.8 14.8 0.7 33.0 神津島

17 カーs-355 I -4 l-44G 破砕 （混土）貝層 石鏃 3.6 46.8 1.1 13.2 0.8 34.4 神津島

18 カーs-369 Vl-3 66-61 c.f. 3.3 45.5 1.0 14.9 0.5 34.9 神津烏

19 カーs-385 VI-2 66-29 褐色土層 石鏃 3.4 37.1 04 98 1.4 47.9 星ケ塔

20 カーs-405 N-2 66-28G 石鏃 3.2 27.4 0.3 9.4 1.1 58.7 星ケ塔

21 カーs-523 II区 55-62 第2層黒色 C.f. 3.5 43.4 0.8 15.4 0.6 36.3 神津烏

22 カーs-524 II区 55-62 第 2陪黒色 c.f. 3.8 41.9 0.8 16.0 0.7 36.8 神津島

23 カーs-593 II区 45-63G c.£ 大型 3.4 43.3 1.0 16.5 0.5 35.3 神津島

24 カーs-707 44-21 褐色土落込み c.£ 大型 3.6 43.5 0.9 13.9 0.7 37.5 神津島

25 カーS_871 II区 60-49 2府黙色土 C.f. 3.2 33.7 0.5 7.2 1.4 53.9 星ケ塔

26 カーS-872 II区 49-61 第3層黒色土層 c.f. 3.8 44.1 0.8 16.l 0.6 34.6 神津島

27 カーs-873 lI区 52-62 第3沼黒褐色 C.f. 3.3 34.2 0.4 6.4 1.5 54.3 星ケ塔

28 カーs-874 II区 46-62 2層黙土層 c.f. 3.4 44.1 0.9 17.3 0.7 33 7 神津島

29 カ-s-875 II区 49-61 1層表土 c.f. 3.0 33.4 0.4 8.2 1.4 53.6 星ケ塔

30 カーs-876 II区 61-48 2層下部黒色土 c.f. 3.6 34.3 0.4 9.0 1.5 51.4 星ケ塔

31 カーs-877 II区 48-62G 3屑黒褐色 c.f. 3.8 50.5 1.0 12.9 0.8 31.1 神津島

32 カーs-878 11区 45-59 第2層黒色土層 C.f. 3.9 45.9 1.0 14.9 0.7 33.6 神津島

33 カーs-879 II区 49-61 3層黙色土層 c.f. 3.4 37.3 0.8 14.7 0.5 43.4 神津島

34 カーs-880 II区 52-63 暗褐色土層 c.£ 3.4 38.7 04 10.8 1.6 45.1 星ケ塔

35 カーs-881 11区 53-62 2陪黒色土陪 c.f. 4.4 35.6 0.0 7.9 2.9 49.2 小深沢

36 カーSー邸2 II区 53-62 2層黒色土培 c.£ 3.7 44.1 0.8 17.4 0.6 33.4 神津島

37 カーS_883 II区 48-61 3層黒色土層 c.f. 4.2 47.6 0.9 13.1 0.8 33.4 神津島

38 カーs-884 lI区 45-62 2陪黙色土沼 c.f. 1.8 58.6 0.8 16.3 0.9 21.7 高原山

39 カーs-885 11区 54-63 第3層下 c.f. 3.4 35.8 0.4 10.3 1.2 48.9 星ケ塔

40 カーs-886 11区 48-61 第2層暗褐色土培 c.f. 3.7 34.5 0.3 9.7 1.3 50.5 星ケ塔

41 カーs-887 II区 46-61G 2層黒褐色土層 c.f. 3.1 35.8 0.4 9.9 1.3 49.5 星ケ塔

42 カーS_888 39G 混貝土層 c.f. 3.3 44.3 0.9 14.6 0.7 36.2 神津島

43 カーs-889 5T4区 120-66G 褐色土上部 C.f. 4.5 33.7 0.0 8.3 2.6 51.0 小深沢

44 カーs-890 4T4区 23-69 第3層上面 c.f. 2.7 51.4 0.9 11.4 0.7 33.0 神津島

45 カーs-907 II区 49-62 第3層黒褐色土 c.f. 3.5 43.8 0.9 14.6 0.6 36.6 神津島

46 カーs-909 11区 47-63 第 2層黒色土 c.f. 3.6 44.3 0.9 13.4 0.7 37.2 神津島

47 カーs-915 II区 53-63 4屈褐色、 c.£ 3.8 34.1 0.2 8.0 1.3 52 5 星ケ塔

48 カーs-916 11区 53-63 4屈褐色 c.f. 3.6 44.0 0.9 14.6 0.8 36.1 神津島
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分析沌 注記N(l 出土地点 層 位 器種 MnO Fe心 SrO CaO Rb,O K,O 原産地

49 カーs-917 11区 53-64 4層褐色 c.f. 4.5 35.0 0.0 7.3 3.1 50.2 小深沢

50 カーs-922 II区 51-63 3層黙褐色土層 c.£ 3 7 46.8 1.0 13.8 0.6 34.0 神祁島

51 カーs-960 4T2区 G28 第2陪 c.f. 3.5 44.5 1.0 14.5 0.6 35.9 神津島

52 カーs-964 65-12-13 褐色土層中 c.f. 3.0 46.3 1.0 13.9 0.7 35.0 神津島

53 カーs-968 11区 49-62 4層 褐色 c.f. 3.1 40.0 0.9 11.6 0.4 44.0 神津島

54 カーs-970 4Tl区 22-20、21 褐色土附上部 c.f. 3.6 43.3 0.9 15.6 0.8 35.8 神津島

55 カーs-973 4T4区 23-69 第3層上面褐色土陪 c.£ 1.8 59.2 0.9 16.1 0.8 21.2 高原山

56 カーs-974 4T2区 26G 貝層 (4層） c.f. 3.6 35.7 0.3 8.5 1.3 50.5 星ケ塔

57 カーs-975 5T3区 30-66 ビット c.f. 3.9 35.1 0.4 9.7 1.6 49.3 星ケ塔

58 カーs-976 4T2区 G28 2府 褐 色土屈 c.£ 3.4 32.7 0.3 6.5 1.6 55.5 星ケ塔

59 カーs-981 56-57 第2陪黒褐色 c.f 3.3 42.5 0.8 16.3 0.6 36.6 神津島

60 カーs-999 11区 54-63 第3湿 黒褐色 c.f. 3.4 47.0 0.8 13.6 0.6 34.5 神津島

61 カーS-1025 4T4区 23-76G 第1I層上面 c.£ 3.6 42.9 1.0 14.6 0.8 37.2 神津島

62 カーS-1026 4T4区 第2眉直上褐色土陪 c.f. 3.3 47.1 0.8 14.5 0.7 33.7 神津島

63 カーS-1027 4T4区 23-75 第2層上面 （褐色土庖） C.f. 3 8 35.8 0.4 9.2 1.4 49.4 星ケ塔

64 カーS-1029 4T4区 23-78 c.f. 3.5 43.3 0.9 14.9 0.6 36.8 神津島

65 カーS-1030 4T4区 23-68 第2層褐色 土 陪 c.f. 4.3 37.5 0.0 9.1 2.7 46.4 小深沢

66 カーS-1032 5T3区 39-66 黒褐色土 c.£ 3.7 43.2 1.0 13.6 0.8 37.7 神湘島

67 カーS-1035 4T4区 23-67G 第3層下部（シモフリ） c.f. 3.2 46.7 0.9 15.1 0.8 33.3 神津島

68 カーS-1036 4T4区 23-78 第 1層 c.f. 3.3 45.3 1.0 15.3 0.9 34.3 神津島

69 カーS-1038 4T4区 23-67 3層下部（シモフリ層） c.f. 3.2 44.6 1.1 16.0 0.7 34.4 神津島

70 カーS-1042 6T3区 66-57 第2層b最下部 c.f. 3.4 34.0. 0.4 8.5 1.3 52.5 星ケ塔

71 カーS-1049 第3層褐色土 c.f. 3.5 45.6 0.8 15.0 0.5 34.5 神津島

72 カーS-1059 65-5-12 第2層褐色土屈 c.f. 3.1 45.l 1.0 15.3 0.6 34.9 神津島

73 カーS-1176 11区 54-63 2層黒色土陪下 c.f. 3.4 44.2 0.8 16.1 0.6 34.9 神淳島

74 カーS-1205 33-23 表土下 （黒色） c.£ 1.6 59.1 0.9 17 5 0 7 20.2 裔原山

75 カーS-1213 II区 54-63 c.f. 1.2 60.3 0.8 15.2 0.7 21.8 高原山

76 カーS-1214 4T2 G32 第II屈黒褐土陪 c.f. 3.5 43.0 0.9 17.8 0.8 34.1 神津島

77 カーS-1215 5T3区 33-66G 暗褐色土層中 c.£ 3.6 44.6 0.8 15.5 0.8 34.8 神津島

78 カーS-1216 5T3区 36-66G 3層褐色土 c.f. 3.1 44.1 1.0 15.1 0.6 36.2 神津島

79 カーS-1217 5T4区 20-66G 馬褐色土 (B-2層） c.f. 3.3 42.6 0.9 15.0 0.7 37.5 神津島

80 カーS-1218 33-23 表土下 （黒色） c.f. 1.0 61.5 1.0 23.6 0.4 12.4 柏峠

81 カーS-1219 23-28 黒褐色土 c.f 3.1 36.5 0.7 15 0 0.6 44.2 神津島

82 カーS-1271 6T66-32 褐色土 c.f. 3.7 42.7 0.9 14.7 0.8 37.2 神津島

83 カーS-1272 4T4区 23-69G 第W層上面 （褐色土陪） c.f. 3.6 43.9 0.9 13.7 0.7 37.2 神津島

84 カーS-1274 6T4区 66-69 第w層直上 c.f. 3.0 43.6 0.8 16.3 0.6 35 6 神津島

85 カーS-1275 4T2 G34 第1I陪黒褐色土層 C.f. 3.3 42.5 0.8 15.9 0.7 36.8 神津島

86 カーS-1320 II区 54-62 第皿層黒褐色 c.f. 3.3 46.5 0.7 15.3 0.7 33.4 神津島

87 カーS-1325 5T4区？ー46 c.f. 5.3 33.5 0.0 10.8 2.7 47.6 小深沢

88 カーS-13275T4区 20-21-66G c.£ 3.2 34.1 0.5 9.4 1.4 51.5 星ケ塔

89 カーS-1404 4T2区 23-23 C.f. 3.6 36.5 0.4 8.3 1.6 50.0 星ケ塔

第 4表 加曽利南貝塚出土黒曜石の原産地別組成

神津島 星ケ塔 小深沢 柏峠 高原山 合計

皿層（後期後半） 12 2 1 

゜
1 16 

w層（後期前半） 5 2 1 

゜ ゜
8 

南貝塚全体 56 19 8 1 4 88 

＊分析Nu2 （産地不明）は除外した
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第 2図 クラスター分析デンドログラム (SPSS Ver.11.5Jによる）

-8-



いた遺跡空間データベースの構築により、遺跡の文化属性を定量的に評価したり、分布位相な

どを空間統計によって幾何的に解析したりすることが可能となる。ここでは上記の検討のた

め、①空間補間（内挿）技術をもちいて各原産地の黒曜石の分布傾向を 3次元的な流れとして

再現し、②人間の歩行に係る負荷を基準に各原産地を中心とした空間を歪め（津村2000、津

村2002)、③それら空間事象の多次元相関から黒曜石と人の動きを評価する。

空間補間（内挿）技術は、観測データやオプジェクトの属性値から、その場所以外のデー

タのない場所の値を推定する方法で、ここでは比較的包括的な現象を捉えるのに適した傾向

面 (TrendSurface)分析で黒曜石の流れを推定する。縄文時代後晩期の千葉県域の遺跡のうち、

黒曜石原産地推定がなされた14遺跡を対象に、各遺跡での各原産地の構成比を算出、これを属

性値として空間に展開し、 3次傾向面で近似させた。等値線は一 200-200値までを10段階に

再分類し、 40値幅で描出した（第 3図）。神津島産黒曜石の傾向面は不規則に歪み、特に東京

湾方面からの動きが看取できていないが、これは曽谷貝塚・堀之内貝塚•江戸川台 I 遺跡の 3

遺跡の構成比が西に向かって漸減することに影響されている。また、信州・箱根産黒曜石は東

京湾側から、高原山産黒曜石は利根川流域から南下して千薬市域に流入していることが伺える。

もう 1つの重要な GISの機能として“空間を歪める’'機能がある。その名の通り、座標系

全体や任意の座標に係数をかけて、図として全体／局所を幾何学的に歪めるという意味と、何

らかのパラメータによって距離計測の方法をユークリッド距離から転換するという意味の 2つ

の意味がある。ここでは、後者の意味での機能を用いて、各黒曜石原産地から遺跡までの空間

を人間の歩行に係る負荷で歪め、省コスト移動経路の抽出を試行する。第 4図の背景図は、各

原産地からの移動にかかる負荷を、地形の傾斜角度を基準に求め、それを原産地から放射状に

加算することで省コスト経路を抽出したもので、先の原産地別の傾向面をオーバレイして表示

した。神津島からの移動コストを見ると、房総半島南半には海を越えて直接波及するパターン

と、東京湾を迂回して陸路で波及するパターンとの 2経路が再現された。また、信州からは碓

氷峠を越え関東平野を横断する経路、箱根からは東京湾岸を東遷して北上する経路、高原山か

らは利根川流域を南下する経路がそれぞれ再現された。これと先の傾向面を重ねてみると、各

図に矢印で示したような物資や人の具体的な移動経路の復原が可能となる。

これらの傾向面分析の結果とコスト・時間距離分析の結果を組み谷わせると、当該期に主体

的な神津島産黒曜石は、海路で流入する第 1次波及域（ここでは館山市周辺）と、陸路で流入

する第 2次波及域（ここでは市川・流山市周辺）があり、両空間事象の面的ウイグルから、第

2次波及域には中継地などの存在が想定される。これに対し、その他の客体的に組成する原

産地の黒曜石は、いずれも省コスト経路を基準とした流れを示している。また、これら 4ケ所

（大別）の原産地の黒曜石の動きから想定される移動経路を見ると、加曽利南貝塚を中心とし

た千葉市域付近が東西・南北からの物資や人の移動に関する＂十字路”となっていた可能性が
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第 5表 千葉県内縄文時代遺跡出土黒曜石の原産地推定結果一覧

所在地 遺跡名 時 期
信州系 箱根系

神津島 信州系 霧ケ鋒 和旧峠 男女倉 八ケ岳 箱根系 箱根 柏峠 上多賀 高原山 不明

成田市 三旦塚＼ro14早期 8 44 40 4 

゜゚
31 31 

゜゚ ゜
17 

流山市 こう I/芍）1すt『ム I¥r早期条痕文 5 2 1 1 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚流山市 北谷 早前期 3 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜四街道市 和良比 前期末 10 

゜ ゜ ゜市川市 法伝西 前中期 2 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚
1 

流山市 長崎 諸磯 ・浮／島 2 1 

゜゚ ゜
1 

゜゚ ゜゚ ゜゚流山市 中野久水谷頭 阿玉炉ヵnE2 135 1 

゜ ゜流山市 中野久木谷頑 加E3、4 18 10 

゜ ゜松戸市 中峠 阿］：台後半 2 

゜ ゜ ゜千葉市 蕨立 阿至台 149 1 

゜ ゜千 葉市 坊屋敷 阿玉台 3 

゜ ゜ ゜千葉市 坊屋敷 加E3 6 

゜ ゜ ゜千葉市 牛尾舛 加E3

゜
16 

゜
1 

君津市 練木 阿玉台 8 

゜ ゜ ゜銚子市 粟島台 阿玉台 11 

゜ ゜ ゜銚子市 粟島台 加E3 8 2 

゜ ゜佐原市 三郎作 中期

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚
5 

゜大栄町 稲荷ll 中期

゜
4 

゜
2 

゜本梵村 向原II 中期 2 

゜
5 

゜
1 

佐倉市 吉見台 中期？

゜
4 4 

゜゚ ゜゚
4 

゜
1 

゜゚佐倉市 向原 中期 146 ， 1 

゜
16 

我孫子市 新木東台 中期 3 

゜ ゜ ゜゚柏 市 型人塚 中期 130 ， 
゜

1 17 
柏 市 水砂 中期 6 3 

゜
1 

゜柏 市 中山新田 1 中期 128 7 1 1 13 
柏 市 中山新田〇 中期 92 1 

゜ ゜
14 

松戸市 中峠 中期 3 

゜ ゜ ゜゚市川市 向台 中期 13 4 4 

゜゚ ゜゚ ゜゚市川市 今島UJ 中期 5 

゜ ゜ ゜
1 

船板市 高根木戸 中期 280 10 

゜ ゜
19 

船橋市 高根木戸北 中期 7 1 

゜ ゜
1 

千莱市 荒歴敷A 中期 ， 
゜ ゜ ゜゚千菓市 荒屋敷B 中期 16 

゜
4 

゜゚
4 

゜゚千葉市 加曽利 中期 4 19 12 

゜゚千莱市 有吉北 中期 247 12 2 2 

゜゚
1 47 

千葉市 酉大野第 3 中期

゜
42 

゜ ゜
1 

市原市 草刈B 中期 173 4 1 1 

゜゚ ゜
13 

市川市 姥山 中後期 1 

゜ ゜ ゜゚流山市 江戸川台 I 称名寺 5 3 

゜
2 

゜
1 

゜゚ ゜゚
3 

゜佐倉市 城 後期 4 

゜
3 

゜゚
3 

゜゚佐倉市 畔用 後期 5 

゜ ゜ ゜゚市川市 粒谷 後期 3 4 3 1 

゜゚ ゜
1 2 

市川市 堀之内 後期

゜゚ ゜ ゜
3 

佐倉市 神楽場 後晩期 4 3 3 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜
34 3 

館山市 福楽寸： 早期 2 

゜ ゜ ゜゚館山市 千田 早111j期 1 

゜ ゜ ゜゚鋸南町 田子台 iiif中期 3 

゜ ゜ ゜゚天津小楼町 砂田 中期 1 

゜ ゜ ゜゚和田町 大庭 中期？ 10 1 

゜ ゜゚白浜町 花立 中期 1 

゜ ゜ ゜゚館山市 五反畑 巾後期 2 

゜ ゜ ゜゚館山市 水神畑A 中後期 1 

゜ ゜ ゜゚館山市 東山 後期 1 

゜ ゜ ゜゚館山市 大久保 後期 1 

゜ ゜ ゜゚館山市 塔メ 後期 2 

゜ ゜ ゜゚千倉町 瀬戸 後期 1 1 

゜ ゜゚館山市 大塚 後晩期 1 

゜ ゜ ゜゚館山市 飽山城 不明 1 

゜ ゜ ゜゚＊本表は堀越 (2001)の表 1.
遺跡は除外した場合がある。

2にその後の成果を取り入れ、再編集したものである。分析点数が極端に少ない
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第 3図 黒曜石原産地別傾向面

（左上：神津島、右上：信州、左下：箱根、右下：高原山）
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第 4図 各黒曜石原産地からの移動コストと黒曜石の流れ

（左上：神津島、右上：信州、左下：箱根、右下：高原山）
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示唆される。今後、その他の文化属性（黒曜石以外の石材や土器等）の動きも併せて検討する

ことで、より歴史的実態へと近接することが期待できる。

6.おわりに

本研究では、加曽利南貝塚出土黒曜石の原産地推定結果を報告し、さらに他の千葉県内の縄

文時代後期諸遺跡より出土した黒曜石資料の原産地推定分析結呆と比較・検討を行った。この

際、 GISを用いた遺跡空間データベースの構築と、これを元にした空間分析により若干の考察

を加えることができた。実際にはGISによる遺跡空間データベースを用いて、このデータから

傾向面を分析し、地理的クラインを描出し、過去に作成したデジタルマップ（建石・津村・ニ

宮2002) を重ねて比較することで、その面的なウイグルを抽出、検討した。この中では、ど

こまでは直接的なアプローチがなされ、どこからは間接的なネットワークが形成されるのか、

という往時の石材獲得戦略や社会的関係に関する具体的な予察を行なうこともできた。これ

らの点で、本研究は概ね所期の目的を達成できたものと考える。本研究で指摘した歴史的解釈

は、既に他の研究者らによって指摘されてきたことではあるが、理化学的な原産地推定分析と

GISを用いた空間情報の把握をあわせて検討する研究の指向性は、将来、より客観的な考古学

的考察を展開する上で重要と考える。

今回取り扱った分析結果も含め、これまで蓄積されてきた黒曜石原産地推定に関するデー

タは、各遺跡での地域的・時期的傾向を顕著に示すものである。この点では、本研究における

「縄文時代後期」という大別時期の枠組は先にも述べた通りかなり大きな枠組であり、詳細な

時期的変遷が明らかになりつつある縄文時代前・中期の動向（田上2000、建石・津村・ニ宮

2002、建石・津村2003、建石・津村・ニ宮・北田2003、建石・ニ宮2003他）とは現状では等

価な比較ができないことをあらためて確認しておきたい。無論、時期の問題だけではなく、空

間的にもより多くの遺跡を対象にして同様の分析結果を蓄積することが求められよう。加曽利

北貝塚出土黒曜石との比較研究や、加曽利南貝塚の地点・層位の再検討をふまえた分析結果の

再検討等とあわせ、今後の課題としたい。
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